



学 位 の 種 類 
学 位 記 の 番 号 
学位授与年月日 
学位授与の条件 
学 位 論 文 題 目 
 
論 文 審 査 委 員 
  
沢 尾 絵 
博士（学術） 
甲第 168 号 




主査 佐々井啓 （生活環境学専攻 教授） 
副査 大塚美智子（生活環境学専攻 教授） 
増子富美  （生活環境学専攻 教授） 
 森理恵    （被服学専攻准教授） 
 小笠原小枝（日本女子大学名誉教授） 
 河上繁樹  （関西学院大学文学部教授） 
 
 










 越後屋呉服店は三井高利により延宝元年（1673）に創業された。『宗感覚帳』は高利の 6 男三井高
好により天和 3 年から元禄 3 年（1683～1690）に記された私的な記録である。18 項目の記載事項の
うち染織関連の項目が 4 項目含まれる。本研究ではこの中から、価格の記録が残る「亥七月店落残」













る文字情報を表にまとめた。これらの基礎資料をもとに 2 章から 4 章の研究を展開する。 





















































































の意義を述べ、第 2 章から第 4 章で得られた新知見をまとめた。 
①小紋は、京周辺では天和年間当時から着られており、着用者層は従来の説より幅広いことを
指摘した。 
②紋付は、風俗画より武士の五所紋付が濃色地に白上げであるのに対し、町人・職人層の紋所
は描き、繍、型染などの別技法の可能性が認められた。 
③小袖雛形本の地色からは、『染代覚帳』には登場しない赤・黄系統色は裕福な人々しか使用
できない高価な染料であることが確認された。 
④更紗染は 2 枚以上の型と糊を使用する型染で、輸入の更紗が木綿地であるのに対し、我が国
では絹紬地にも染められていたことが明らかとなった。 
⑤『染代覚帳』にみられる加工・地質の変更項目と代金の設定は、地質、色、紋、上絵などを
組み合わせた注文が可能であったことが明らかとなった。 
⑥当時の衣服に対する禁令を意識した商品の展開を行っていたことも指摘できた。 
⑦当時の「びろうど」には舶載の織物のビロードと和製の染色の「びろうど色」があったこと
を明らかにした。 
 
これまで不確実であった江戸天和期の染織名称とその実態について、新資料の解読を丹念に行
い、また従来の資料を再検討し比較考察した点は、現存する遺品がほとんど存在しない時期の染
織史研究において、あらたな一面を追加することになり大いに評価できるものである。さらに、
当時の階層による衣服の着装の違いについて、あらゆる資料から分析するだけでなく、染色の注
  
文という具体的な状況から明らかにできたことは、服飾史研究においても意義のあることである。 
以上の点から審査委員会は、本研究の課題の意義、研究手法の妥当性、確かな分析力によって
新しい知見が得られたことについて高く評価し、博士（学術）の授与に値すると判断した。 
 
